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＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

※活動場所 エスポワールミヤビ

※実施日程 R7.4.1～R8.3.31

※実施した生産活動・施設外就労の概要

※利用者数等

担当者名

廊下・トイレ・給湯室・非常階段・駐車場ゴミ

置き場・エントランス等の清掃

１ユニット１～３名で作業を実施

連携先の企業等の意見または評価

※連携した結果に対する意見または評価

日常的に清掃が行われることで、建物内外の環境が整い、利用者や来訪者にとって気持ちの良い空間づくりにつながっていま

す。作業も概ね丁寧で、継続して取り組んでもらうことで安心して任せられる関係が築けています。

利用者の皆さんが真面目に取り組む姿勢も評価でき、地域貢献の面でも意義のある活動であると考えています。

※今後の連携強化に向けた課題

今後は、作業内容や清掃品質のさらなる安定化を図るため、清掃手順書や確認表の整備、定期的な振り返りの実施が必要であ

ると考えます。

また、連携先との情報共有をより密にし、現場の要望や改善点を早期に把握できる体制を整えることで、より信頼性の高い連

携につなげていきたいと思います。

木下　久義

＜目的＞

※地域連携活動のねらい　地域の事業所と連携し、施設外就労の機会を確保することで、利用者が実際の現

場で働く経験を積み、清掃技術・報告連絡相談・協働意識・責任感を身につけることを目的とした。あわせ

て、地域の建物環境の美化と維持に貢献し、福祉事業所への理解促進と地域とのつながりの強化を図った。

※地域にとってのメリット　建物の共用部や水回り、外周部分等が継続的に清掃されることで、利用者・来

訪者・関係者が気持ちよく使える環境の維持につながった。また、障がいのある方が地域の中で役割を持っ

て働く姿が見えることで、障がい福祉への理解促進や共生社会づくりにも寄与した。

※対象者にとってのメリット　利用者にとっては、実際の就労現場で作業することで、清掃手順や衛生意

識、時間管理、挨拶、報告・連絡・相談など就労に必要な力を身につける機会となった。少人数ユニットで

の作業により、周囲と協力しながら役割を果たす経験ができ、自信や働く意欲の向上にもつながった。

＜成果＞

※実施した結果　エスポワールミヤビにおいて、廊下・トイレ・給湯室・非常階段・駐車場ゴミ置き場・

エントランス等の清掃を継続的に実施した。1ユニット1～3名で役割分担を行い、現場の状況に応じて安

全面や効率面に配慮しながら作業を行った。

※得られた成果　継続した清掃活動により、施設の美観・衛生環境の維持に貢献することができた。利用

者については、作業の継続力、責任感、協調性、現場対応力の向上が見られ、施設外就労に対する意識付

けにもつながった。また、連携先との関係性が深まり、地域の中で福祉事業所が果たせる役割を具体的に

示す機会となった。

※課題点　利用者ごとに作業スピードや理解度、体力面に差があるため、役割分担や支援方法の工夫が引

き続き必要である。また、清掃品質をさらに安定させるためには、手順の標準化やチェック体制の充実、

現場ごとの注意点の共有をより徹底していく必要がある。
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